
第５節

第
４
期
拡
張
事
業　
給
水
能
力
の
向
上

土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展

新
た
に
５
か
所
の
深
井
戸
を

　

昭
和
40
年
代
に
な
る
と
、市
は
高
度
経
済
成
長

に
伴
う
都
市
化
が
さ
ら
に
進
み
ま
し
た
。ま
た
、昭

和
40
年
に
認
可
を
受
け
た
出
川
土
地
区
画
整
理

事
業
を
皮
切
り
に
、柏
原
、味
美
西
本
町
、勝
川
北

部
、六
軒
屋
、南
部
第
一、大
手
、高
蔵
寺
駅
前
な

ど
、市
内
で
次
々
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ

れ
、市
街
地
の
造
成
に
よ
り
、急
速
な
宅
地
化
が
進

み
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、人
口
の
増
加
と
、そ
れ
に

伴
う
水
需
要
の
急
増
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、市

域
全
体
の
給
水
状
況
や
水
道
施
設
の
再
検
討
な

ど
、水
需
要
増
加
へ
の
新
た
な
対
策
が
必
要
と
な
り

ま
し
た
。そ
の
た
め
、１
日
最
大
４
万
１
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
を
給
水
で
き
る
水
源
の
確
保
と
水
道

施
設
を
整
備
す
る
た
め
に
、昭
和
44
年
４
月
、第
４

期
拡
張
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

１
日
最
大
給
水
量
４
万
１
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

を
目
指
し
た
第
４
期
拡
張
事
業
は
、当
時
の
施
設

の
給
水
能
力
に
対
す
る
不
足
水
量
を
補
う
た
め
、

ま
ず
既
設
の
町
屋
配
水
場
周
辺
に
新
た
に
５
か
所

の
深
井
戸
を
設
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
深
井
戸
は
、内
径
３
５
０
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
の
亜
鉛
鍍
金
鋼
管
を
使
い
、下
部
帯
水
層
に
ス
ト

レ
ー
ナ
ー
孔
を
設
け
、管
の
周
囲
に
は
径
６
か
ら
15

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
き
れ
い
な
小
砂
利
を
充
填
し
て
砂

の
流
入
を
防
ぎ
、水
だ
け
を
汲
み
上
げ
る
構
造
を

備
え
て
い
ま
し
た
。

　

深
井
戸
か
ら
汲
み
上
げ
た
水
は
、導
水
管
に
よ
っ

て
町
屋
配
水
場
内
に
導
か
れ
、浄
水
施
設
で
浄
水

さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
浄
水
施
設
は
、原
水
中
に
含
有
す
る
鉄
や
マ

ン
ガ
ン
を
除
去
す
る
た
め
の
も
の
で
、着
水
井
兼
凝

集
沈
殿
池
と
加
圧
ポ
ン
プ
井
、硫
酸
バ
ン
ド
注
入
装

置
、ろ
過
用
加
圧
ポ
ン
プ
設
備
、急
速
ろ
過
装
置
設

備
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

導
水
管
か
ら
流
入
し
た
原
水
は
、ま
ず
、着
水
井

に
入
り
、計
量
し
た
後
、硫
酸
バ
ン
ド
と
塩
素
の
注

入
を
行
い
ま
す
。原
水
は
硫
酸
バ
ン
ド
と
混
ざ
る
こ

昭
和
44
年
〜
昭
和
48
年

（
西
暦
１
９
６
９
年
〜
１
９
７
３
年
）

廻間給水場・制御盤町屋町・町屋送水場 加圧ろ過機
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桃
山
配
水
場
と
東
山
配
水
場
が
完
成

と
に
よ
り
、含
ま
れ
て
い
た
鉄
分
は
硫
酸
バ
ン
ド
と

反
応
し
吸
着
凝
固
さ
れ
、水
と
分
離
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
反
応
を
凝
集
池
・
沈
殿
池
で
、時
間
を
か

け
て
行
い
、次
に
加
圧
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
圧
力
式
急

速
ろ
過
槽
に
圧
送
し
て
鉄
、マ
ン
ガ
ン
の
除
去
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
に
よ
り
、町
屋
配
水
場
の
浄
水
処

理
能
力
は
格
段
に
向
上
し
ま
し
た
。

　

町
屋
配
水
場
で
ろ
過
処
理
さ
れ
た
水
は
、いっ
た

ん
場
内
の
配
水
池
に
貯
水
さ
れ
ま
す
。そ
の
後
、送

水
ポ
ン
プ
に
よ
っ
て
桃
山
町
地
内
に
整
備
し
た
桃
山

配
水
池
に
圧
送
し
、そ
こ
か
ら
自
然
流
下
に
よ
り

配
水
を
行
い
ま
し
た
。

　

桃
山
配
水
場
の
配
水
池
は
、円
形
地
上
式
プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、昭
和
46
年
７

月
、時
間
最
大
給
水
量
を
調
整
す
る
た
め
に
、整

備
し
ま
し
た
。そ
の
大
き
さ
は
内
径
28
メ
ー
ト
ル
、

有
効
水
深
が
６
メ
ー
ト
ル
50
セ
ン
チ
で
、４
０
０
０
立

方
メ
ー
ト
ル
の
貯
水
能
力
と
１
日
最
大
給
水
量
１

万
２
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
有
し
ま
し
た
。

　

こ
の
整
備
に
よ
り
町
屋
配
水
場
は
、送
水
場
の
機

能
に
切
り
替
わ
り
、こ
の
町
屋
送
水
場
か
ら
桃
山

配
水
池
へ
の
送
水
管
と
配
水
管
を
同
時
に
布
設
し

ま
し
た
。発
電
機
設
備
は
、既
設
の
発
電
機
設
備
に

隣
接
し
て
、デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
１
基
を
設
置
し
ま

し
た
。既
設
補
助
電
源
は
新
設
ろ
過
加
圧
用
と
既

設
予
備
ポ
ン
プ
用
と
し
て
使
用
し
ま
し
た
。

　

東
山
系
統
に
つ
い
て
は
、桃
山
配
水
場
に
設
置
し

た
ポ
ン
プ
設
備
に
よ
り
、東
山
町
地
内
に
整
備
し

た
東
山
配
水
池
に
圧
送
し
、配
水
池
か
ら
自
然
流

下
に
よ
り
配
水
し
ま
し
た
。こ
の
東
山
配
水
池
か

ら
の
１
日
最
大
配
水
量
は
５
５
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル

で
し
た
。

　

昭
和
46
年
11
月
に
完
成
し
た
こ
の
東
山
配
水
場

は
、貯
水
量
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
配
水
池
を

備
え
、桃
山
配
水
池
と
同
じ
円
形
地
上
式
プ
レ
ス

ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、大
き
さ
は 

内
径

27
メ
ー
ト
ル
、有
効
水
深
は
７
メ
ー
ト
ル
で
す
。

計 画 給 水 区 域 上野町、坂下町、神屋町、明知町、西尾町、内津町の各一部

昭和47年度
13万2,000人（昭和47年度）
41,000m3

深井戸からの地下水
南下原町、上田楽町、田楽町、大手町
圧力式急速ろ過方式
昭和44年度～47年度
昭和４４年４月１日～４８年３月３１日
5億4,240万円
8億390万円

計 画 目 標 年 度

給 水 人 口

1 日 最 大 給 水 量

水 源 の 種 別

取 水 地 点

浄 水 方 法

工事期間

事 業 費

計 画 期 間

実 施 期 間

予 定 総 額

実 施 総 額

東山町・東山配水場 配水池（奥が1号地、手前が2号池）

第４期拡張事業計画

春
日
井
市
水
道
事
業
50
年
の
あ
ゆ
み

第
二
章
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給
水
能
力
が
飛
躍
的
に
向
上

　　

桃
山・東
山
配
水
場
の
新
設
と
は
別
に
、す
で
に

あ
る
配
水
場
の
給
水
能
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、

給
水
区
域
内
に
新
た
に
配
水
管
を
布
設
し
て
、給

水
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

鳥
居
松
配
水
場
か
ら
の
配
水
区
域
で
は
、土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
り
急
速
に
発
展
し
つつ
あ
っ
た

北
部
方
面
の
若
草
通
、瑞
穂
通
、柏
原
町
一
帯
の
配

水
管
整
備
を
進
め
、需
要
の
増
加
に
対
応
し
て
い
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、知
多
配
水
場
か
ら
の
配
水
区
域
で
は
、そ

れ
ま
で
鳥
居
松
配
水
場
系
統
で
あ
っ
た
勝
川
新
町
、

天
神
町
、惣
中
町
、角
崎
町
、勝
川
町
方
面
へ
、１
日

最
大
１
０
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の
給
水
と
、北
部
方

面
の
稲
口
町
、下
屋
敷
町
、宗
法
町
、如
意
申
町
方

面
の一
部
へ
給
水
す
る
た
め
に
配
水
管
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
一
方
、旧
坂
下
簡
易
水
道
給
水
区
域
は
高
蔵
寺

ニュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
伴
っ
て
急
速
に
発
展
し
、旧

簡
易
水
道
の
能
力
で
は
十
分
な
給
水
が
徐
々
に
困

難
に
な
って
き
ま
し
た
。そ
の
た
め
、廻
間
配
水
場
系

統
の
給
水
区
域
の一
部
で
あ
っ
た
篠
木
町
方
面
を
、

新
設
し
た
東
山
配
水
場
系
統
に
編
入
替
え
し
た
の

に
続
き
、坂
下
町
、神
屋
町
方
面
へ
の
給
水
を
廻
間

配
水
場
か
ら
行
い
、給
水
に
万
全
を
期
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、昭
和
45
年
４
月
に
は
、公
営
坂
下
地

区
広
域
簡
易
水
道
事
業
を
市
水
道
事
業
へ
統
合

し
、給
水
体
系
の一元
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

第
４
期
拡
張
事
業
開
始
前
に
は
、市
の
水
道
施

設
は
１
日
で
最
大
２
万
３
２
５
０
立
方
メ
ー
ト
ル
の

給
水
能
力
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、桃
山
配
水

場
と
東
山
配
水
場
の
完
成
に
よ
り
、昭
和
47
年
３

月
に
は
１
日
最
大
３
万
２
８
２
５
立
方
メ
ー
ト
ル
の

給
水
が
可
能
に
な
り
、飛
躍
的
に
給
水
能
力
が
上

が
り
ま
し
た
。一方
、給
水
人
口
も
、第
４
期
拡
張
事

業
の
開
始
前
に
は
11
万
人
余
り
で
し
た
が
、昭
和
46

年
に
は
15
万
人
ほ
ど
に
急
増
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、深
井
戸
に
よ
る
自
己
水
源
は
、こ
れ
が

限
界
で
し
た
。第
４
期
拡
張
事
業
が
始
ま
っ
た
昭
和

44
年
当
初
は
15
万
人
だ
っ
た
市
の
人
口
は
、事
業
完

了
翌
年
の
49
年
に
は
、い
よ
い
よ
20
万
人
の
大
台
に

乗
り
ま
す
。毎
年
約
１
万
人
ず
つ
増
加
す
る
人
口
に

十
分
な
水
を
供
給
す
る
た
め
、新
た
な
手
立
て
を

講
じ
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

既
設
配
水
場
の
さ
ら
な
る
活
用

知多配水場の自動制御装置

18




